
  

 
2020 OKAYAMA チャレンジカップレース 

Ｓ－ＦＪ 岡山シリーズ 第１戦 

２０２０年 ２月２３日  天候:晴れ  参加 5 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年の開幕戦となるOKAYAMAチャレンジカップレースが晴天に恵まれた2月23日に開催された。 

このチャレンジカップからは、昨年度のチャンピオン入山翔選手とランキング 2位の菊池宥孝選手が卒

業(入山選手はスーパーフォーミュラ・ライツにステップアップ！)を果たし、新たな覇権争いが注目さ

れることとなった。 

≪予選≫ 

9 時 27 分から 15 分間の予選が始まった。コンディションに恵まれた予選となり、昨年ランキング 3 位

の貫戸幸星選手が、計測ラップが始まると 1 分 43 秒台を叩き出し、そのまま、毎周着実にタイムを伸

ばして行き、5周目には 1分 39 秒 710 という好タイムをマークする。 

しばらくの間、2 番手には鶴岡秀磨選手がつけていたが、中盤になって、鹿谷遼平選手が 2 番手に浮上

してきた。各車ラストアタックとなるが、1分 40秒 429 をマークした妹尾俊郎選手が鹿谷選手を上回っ

て 2位に、3位は鹿谷選手、そして 4位には鈴鹿から遠征してきた太田浩選手が入った。 

一方、序盤で 2 番手タイムを出していた鶴岡選手はエンジントラブルに見舞われ、途中でピットイン。 

また、その時ピットロード速度違反があり、セカンドベストタイムまでが抹消となり最後尾に沈んだ。 

 



 ポールポジション【貫戸幸星選手】 

 初ポールは獲れたのですが、速い子(鶴岡選手) 

がトラブルでアタックできていないので、また、 

タイム的にも自分としては今イチだったので、 

決勝も分かりません。 

まあ、おじさんふたりで（妹尾選手と）なんとか 

レースを盛り上げたいですね。 

 

≪決勝レース≫ 

上空には青空が広がり、開幕戦に相応しい決勝レースとなった。 

注目のスタートを誰よりも決めたのは 2 番手スタートの妹尾選手で、1 コーナーを先頭で飛び込んで行

った。 

オープニングラップは妹尾選手、貫戸選手、太田選手、鹿谷選手、鶴岡選手の順で、完全に縦一列。５

台が２秒にも満たない間隔で並んで戻ってくる。 

しかし、２周目のバックストレートで貫戸選手がトップに立つと状況は一変する。２番手争いが激しさ

を増したこともあり、貫戸選手は一気に差を広げはじめた。 

最後尾スタートの鶴岡選手は 3周目には２番手まで順位を上げている。また、６周目には鹿谷選手が３

番手に上がるという目まぐるしい展開を見せる。その後４台は僅差のまま。 

2 位に上がった鶴岡選手は、先頭を走る貫戸選手に近づきたくハイペースで飛ばすが、７周目のアトウ

ッドコーナーで突然失速してしまう。一気に順位を落とした後、ピットに戻ってリタイアを喫すること

になる。予選同様、エンジントラブルが原因だった。 

終盤になると鹿谷選手は単独走行となる。2 番手は鹿谷選手、そして、妹尾選手と太田選手の３番手争

いは最後まで続いたが、辛くも妹尾選手が逃げ切りを果たすことに。「スタートが良かったんですけど、

そのまま逃げきれなかったので、ちゃんと練習して、次は逃げ切れるよう頑張ります。バトル自体は、

若い人もいたのにすごくクリーンで、またこういうレースを次もしたいですね」と妹尾選手。 

 一方、トップの貫戸選手は最後まで危なげない走りを見せ、悲願の初優勝を飾った。そして、２位で

ゴールした鹿谷選手は再車検で最低重量違反が見つかり、失格になってしまう。これにより、繰り上が

って妹尾選手が２位、太田選手が３位を獲得した。 

 

ウィナー 貫戸幸星選手（LAPS 萬願亭 KRS・KKS2） 

「スーパーFJは２年半ぐらい、その前には FJ1600 をやって 

いて、初めて優勝することができました。まぁ今年は速い子 

たちが F4に行ったんで……。だけど一緒にバトルした仲間が、 

潰し合わずにマナー良くバトルしてくれたので、実に楽しめ 

ました。秀磨くんはどうしました？ ああ、リタイアしたん 

ですか、彼がちゃんと走れば、すぐ抜かれます（笑）。 

でも、優勝っていうのは、いいものですねぇ」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


